
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
リ
サ
イ
ク
ル 

買
っ
て
又
出
す 

リ
サ
イ
ク
ル
）
（
ウ
エ
ス
ト
の 

合
わ
な
い
服
ほ
ど 

値
段
は
り) 

（
ボ
ー
ナ
ス
は 

当
て
に
す
る
な
と 
女
房
言
い
）
（
ケ
ン
カ
し
た
？

弁
当
の
ぞ
い
た 

部
下
が
言
う
）

数
限
り
な
く
あ
る
。
連
合

活
動
や
組
合
活
動
を
通
じ

て
仲
間
と
協
力
し
合
う
事

が
出
来
た
」
さ
ら
に
「
青

年
・
女
性
の
交
流
と
参
加

の
で
き
る
場
、
次
世
代
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
等
の
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い｣

と

挨
拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
畠
山

連
合
新
潟
青
年
委
員
会
副

委
員
長
、
小
林
連
合
中
越

地
協
事
務
局
長
よ
り
挨
拶

(1)第807号（1991年3月22日第三種郵便物認可）   れんごう中越地協  毎月3回(1日･11日･21日発行)2013年12月21日

総
会
は
中
村
委
員
の
開

会
挨
拶
に
始
ま
り
、
議
長

団
に
自
治
労
・
千
野
代
議

員
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
・
松

田
代
議
員
を
選
出
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
石
塚
委

員
長
代
行
は
１
年
を
振
り

返
り｢

働
く
こ
と
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
、
仕
事
を

し
て
人
の
役
に
立
つ
喜
び

と
社
会
人
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
喜
び
な
ど
働
く

こ
と
で
得
ら
れ
る
喜
び
は
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や
組
織
拡
大
強
化
の
取
り

組
み
方
針
な
ど
を
協
議
し

た
。
ま
た
、

12
月

10
日

と

11
日
両
日
の
全
国
一

斉
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
へ

の
対
応
等
を
確
認
し
た
。

第
１
回
労
働
条
件
委
員

会
が
12
月
10
日(

火)

に

開
か
れ
た
。
小
熊
労
働
条

件
委
員
長
は｢

安
心
社
会

実
現
に
向
け
、
賃
金
・
労

働
条
件
を
何
と
し
て
も
頑

張
り
た
い｣

と
挨
拶
を
述

べ
た
。
委
員
会
で
は

14

春
季
生
活
闘
争
方
針
案
な

ど
を
審
議
し
た
。

４
春
季
生
活
闘
争
基
本
方

針
確
立
に
向
け
た
骨
子
案

と
が
述
べ
ら
れ
た
。

委
員
会
で
は
、
２
０
１

員
長
閉
会
挨
拶
の
後
、
石

塚
新
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ウ
で
総
会
を
締
め
く

く
っ
た
。
総
会
後
、
第
１

回
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
が

行
わ
れ
、
中
越
地
協
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
枠
幹
事
３
名
の
選

出
や
当
面
の
日
程
な
ど
を

協
議
し
た
。

連
合
新
潟
は
、

11
月

20
日(

水)

に
第
１
回
執

行
委
員
会
を
開
き
、
各
専

門
委
員
会
な
ど
の
設
置
や

専
従
役
職
員
の
任
務
な
ど

を
決
定
し
た
。

委
員
会
に
あ
た
り
齋
藤

会
長
は｢
安
心
社
会
の
実

現
や
運
動
へ
の
参
加
と
組

織
拡
大
の
実
践
の
年
と
し

た
い｣

と
述
べ
、
定
期
大

会
で
感
じ
た
課
題
等
に
つ

い
て
触
れ
た
。
ま
た
、
安

心
社
会
の
実
現
に
向
け
、

街
頭
行
動
と
し
て
ス
ト
ッ

プ
ザ
格
差
社
会
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
急
き
ょ
行
う
こ

を
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
齋
藤
事
務
局
長

が
活
動
経
過
を
報
告
し
承

認
さ
れ
、
２
０
１
４
年
度

活
動
方
針
、
新
役
員
体
制

も
満
場
の
拍
手
で
決
定
さ

れ
た
。

総
会
で
は
大
渕
副
委
員

長
を
含
め
た

12
名
が
退

任
し
、
退
任
役
員
か
ら
は

｢

い
い
経
験
が
で
き
た｣

等

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
高
橋
新
副
委
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連
合
中
越
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト(

青
年
・
女
性)

委
員
会
は
12
月
11
日(

水)

18
時
30

分
よ
り
、
長
岡
市
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
「
第
８
回
Ｓ
Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会

総
会(

通
算
第
23
回
定
期
総
会)

」
を
開
催
し
た
。
総
会
で
は
石
塚
委
員
長
を

は
じ
め
と
す
る
役
員
体
制
を
確
立
し
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

連合中越第８回（通算２３回）ＳＪネット委員会総会

連
合
新
潟
第
１
回
執
行
委
員
会

各
委
員
会
所
属
等
決
定

先
月
、
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
い
が
た
in
長
岡
が
開
催

さ
れ
四
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
っ
た
▼
会
の
紹
介
は
第

七
九
九
号
で
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
の
で
省
く
が
、
障
害
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
の
就
労
体
験
支
援

を
目
的
に
多
く
の
人
た
ち
が
、

組
織
の
後
ろ
盾
も
な
く
い
わ
ゆ

る
手
弁
当
で
準
備
し
、
個
々
の

繋
が
り
で
四
〇
〇
人
も
集
め
る

こ
と
に
本
当
に
感
心
し
た
▼
全

国
的
に
広
が
る
こ
の
運
動
を
始

め
た
の
は
岡
山
の
特
別
支
援
学

校
の
先
生
一
人
だ
と
い
う
。
一

人
の
思
い
が
繋
が
る
、
連
帯
す

る
こ
と
で
大
き
な
力
に
な
る
実

践
だ
と
思
う
。
翻
っ
て
我
が
連

合
だ
が
、
連
帯
の
重
要
性
を
指

摘
さ
れ
た
「
連
合
評
価
委
員
会

最
終
報
告
」
か
ら
十
年
。
こ
の

十
年
に
あ
た
り
、
こ
の
報
告
の

と
り
ま
と
め
の
中
心
を
担
っ
た

神
野
直
彦
先
生
が
【
「
と
り
ま

と
め
た
者
」
か
ら
「
希
望
の
戦

士
」
達
へ
】
と
題
し
た
一
文
を

あ
る
研
究
誌
に
寄
稿
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
中
で
「
連
合
評
価
委

員
会
最
終
報
告
」
が
実
現
さ
れ

て
い
な
い
現
実
に
対
し
て
、
報

告
を
「
と
り
ま
と
め
た
者
」
と

し
て
の
責
任
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
あ
ら
た
め
て
新
自
由
主
義

に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
社
会
に

対
抗
す
る
「
連
帯
の
鼓
舞
」
を

訴
え
て
い
る
。
「
金
色
の
眼
を

し
た
新
自
由
主
義
の
傭
兵
達

は
、
世
界
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

凱
歌
を
あ
げ
、
勝
利
の
美
酒
に

酔
い
し
れ
て
い
る
▼
連
帯
へ
の

逆
風
が
吹
き
、
四
面
楚
歌
に
な

ろ
う
と
も
、
よ
り
人
間
的
社
会

を
求
め
る
運
動
を
、
連
合
は
す

べ
て
の
働
く
者
、
と
い
う
よ
り

も
す
べ
て
の
社
会
の
構
成
員
の

「
希
望
の
戦
士
」
達
の
先
頭
に

立
っ
て
、
連
帯
と
民
主
主
義
の

旗
を
振
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
し
た
連
帯
を
鼓
舞

し
て
未
来
を
信
じ
た
い
」
と
▼

ま
も
な
く
新
し
い
年
を
迎
え

る
。
新
し
い
年
に
向
け
て
も
う

一
度
「
連
合
評
価
委
員
会
最
終

報
告
」
を
読
み
返
し
た
い
。

副議長

横澤勝之≪№132≫
   東蔵王２

連
合
新
潟
労
働
条
件
委
員
会

14
春
闘
方
針
案
審
議
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
子
の
描
く 

馬
の
絵
に
は 

ゼ
ッ
ケ
ン
が
）
（
出
世
道 

い
つ
の
間
に
や
ら 

工
事
中
）
（
忘
年
会 

か
け
る
梯
子
も 

二
段
ま
で
）
（
子
は
百
点 

妻
は
ぜ
い
肉 

な
ぜ
と
れ
ぬ)
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新年度の活動方針を決定

連合中越各支部

定期総会を開催

11月29日(金)18時30分よりホテルつ

るやにて見附地区支部総会を開催しま

した。議長選出後、岩渕支部長の挨拶に続き、ご来賓

の皆様からもご挨拶をいただきました。

2013年度の活動報告、監査

報告の後、2014年度活動方針

を確認しました。総会は岩渕

支部長の団結ガンバローで締

めくくられました。

総会終了後には、同会場に

て旧支部役員の労をねぎら

い、懇親会を行い、今年度の

活動の振り返りや次年度に向

けた活動への意見交換等が行

われました。

見附支部

12月4日(水)に第６回連合中越小千谷

支部定期総会がプラザ片山にて開催さ

れました。

当日は連合中越地協事務局

長の小林様をはじめ労働金庫

小千谷支店の池田支店長様、

総合生協中越支局の長岡支局

長様よりご祝辞を頂いた後、

１年間の活動総括と次年度の

支部活動及び予算の承認を致

しました。

総会の最後に石坂新支部長

より「団結ガンバロー！」で

締めくくりました。

小千谷支部

12月11日(水)に越路荘にて第６回南魚

沼支部総会を開催しました。

当日は、佐藤市議、羽賀中越地協副議長をはじめと

する来賓の皆様からご挨拶をいただきました。

報告事項、審議事項はいずれも、原案のまま承認を

いただきました。審議事項では、6年ぶりに支部運営

規則の改正を提案し、承認をいただきました。支部総

会等の代議員数等を明文化し、体制強化を行うもので

す。

参加者から、「各単組で組合離れ

が進んでいる」との意見がありまし

た。組織拡大と活性化にとって、重要

なことであるとともに、一番難しい問

題であるとの認識を新たにしました。

総会の最後は、中村副支部長の団

結ガンバローで締めくくりました。

南魚沼支部

12月12日(木)小出郷福祉センターに

て、第1回単組代表者会議兼第6回北魚

沼支部定期総会を行いました。横澤中越地協副議長か

ら挨拶をいただき、11月の地協総会にて、重点課題等

承認されたことを受け、北魚沼支部1年間の行動報告

と次年度の支部独自活動、予算、幹事体制等を確認し

た。

スローガン、総

会宣言の承認後、

最後は次年度の活

動に対して山本支

部長の「団結ガン

バロー」で締めく

くりました。

北魚沼支部

第6回十日町支部総会を12月12日

(木)午後6時30分よりサンクロス十日町

にて行いました。

当日は県内で１番といえるような降雪のなか、火

山連合中越副議長をはじめとした来賓の皆様と各単組

の代表者が集まり、活発な討

議のうえ2014年度の活動方針

等が承認されました。

十日町支部

支部総会特集●


